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１ 作成等の義務化

２ 作成方法

３ 提出について



１ 作成等の義務化



１－１ 義務化の背景

・要配慮者利用施設でも被害が発生

➡ 避難に時間がかかる要配慮者は
あらかじめ避難方法について
決めておく必要がある

・大雨による風水害被害の頻発

平成28年8月台風 岩手県のグループホーム
浸水からの逃げ遅れにより利用者９名が亡くなる

令和2年７月豪雨 熊本県の特別養護老人ホーム
施設の１階が浸水、利用者１４名が亡くなる

近年、大型台風の発生や集中豪雨などにより
全国で多くの風水害被害が発生



１－２ 法改正

水防法・土砂災害防止法
平成２９年・令和３年に改正

浸水想定区域、土砂災害警戒区域内にある
要配慮者利用施設の所有者または管理者

義務化

※市町村地域防災計画にその名称・所在地が定められた施設

・避難確保計画の作成、市町村への報告
・避難訓練の実施、市町村への報告



１－３ 具体的には

行田市内の要配慮者利用施設に
課されている義務は？

・行田市地域防災計画に掲載された施設が対象

①②を行田市へ報告（提出）

①「洪水」を想定した避難確保計画の作成

②「洪水」を想定した避難訓練の実施
※年１回以上

・市域のほぼ全域が浸水想定区域 ➡「洪水」を想定



２ 作成方法



２－１ー１ 様式の入手方法
行田市ホームページから様式をダウンロードする
（１）「行田市」「避難確保計画」でWEB検索
（２）該当ページを開く

このタイトルの
ページを開く

該当ページのURL
https://www.city.gyoda.lg.jp/soshiki/shiminseikatubu/
kiki_kanri/gyomu/anzen_anshin/bosai/bosai_kihon/3582.html



２－１ー１ 様式の入手方法

（３）該当ページから「洪水に関する避難確保計画【様式】」
のファイルをダウンロード
※学校、医療施設、社会福祉施設の共通様式

エクセル様式の
ファイルを
ダウンロード



２－１－２ 作成にあたって

・電子ファイルで作成する場合
ダウンロードしたエクセルの
桃色のセルをクリックして入力していく

・紙の様式で作成する場合
本日配布した様式を使用して
空欄に手書きで記入していく

本日の説明会では
電子ファイルで作成する方法を説明します



２－１－２ 作成にあたって

作成前に・・・
自施設の想定浸水深は何ｍなのかを確認

◀行田市防災ガイドブック
１６～３０ページ
で確認しましょう

行田市洪水
ハザードマップ
でも確認できます▶



２－１－２ 作成にあたって

自施設の想定浸水深は何ｍなのかを確認

➡１階以上を避難場所とする

➡２階以上を避難場所
とする

➡３階以上を避難場所
とする

➡垂直避難不可
立退き避難とする

計画内で避難場所にできる
建物が限定される



２－２ 作成

全ての様式を作成する

市へ提出する様式
・様式１～６
・別紙１

個人情報を含むため
市へは提出不要の様式
・様式７～１２
・別添
・別表１、２
作成後、自施設で管理

（１）避難確保計画 全体の構成



２－２ 作成
（２）表紙

施設名と
作成年月を記載

エクセルファイルを開くと
左側に白紙の様式、右側に記載例があるので
左側の様式へ記入していく



２－２ 作成
（３）目次

「自衛水防組織を設置する場合」で作成

記載例からコピーして
様式へ貼り付け



２－２ 作成
（４）様式１ 施設の状況

施設に合わせて変更する
（児童、利用者、患者など）



２－２ 作成
（４）様式１ 事前休業の判断

コピーして様式へ
貼り付け

休業を判断するのは何時の時点か
施設の営業時間、利用者の特性などに
応じて決定する



２－２ 作成
（５）様式２ 防災体制

この部分をコピーして
様式へ貼り付け



２－２ 作成
（５）様式２ 防災体制

コピーして様式へ
貼り付け



２－２ 作成
（５）様式２ 防災体制

コピーして様式へ
貼り付け



２－２ 作成
（６）様式３ 情報収集

コピーして様式へ
貼り付け



２－２ 作成
（６）様式３ 情報伝達

様式４（後述）で選定する
避難場所を記載する

※避難場所の候補が複数ある
場合は複数記載しておく



２－２ 作成
（７）様式４ 避難誘導

コピーして様式へ
貼り付け



２－２ 作成

（７）様式４ 避難場所の選定 浸水想定区域外の系列施設または
想定浸水深以上の高さの系列施設
があるか ※無い場合は空欄

一番近い指定緊急避難場所
（小・中学校）はどこか

・防災ガイドブック
・洪水ハザードマップ
・市HP などで確認



２－２ 作成
（７）様式４ 避難場所

近隣に高さのある安全な
場所や建物はあるか
※無い場合は空欄

自施設で想定浸水深より高い階へ
避難が可能か
※不可の場合は空欄



２－２ 作成
（８）様式５ 避難確保資器材 コピーして様式に

貼り付け、施設の備蓄状況
に合わせて編集する

避難する際や浸水を防ぐた
めに必要な資器材を
記載して維持管理に努める

防災研修や訓練実施
の時期（予定）を記載



２－２ 作成
（９）別紙１

①自施設の位置

②避難場所

③施設から避難場所
までの避難経路

様式４で選定した
避難場所を記載

・防災ガイドブック
・洪水ハザードマップ
・重ねるハザードマップ
（国土交通省ポータルサイト）
などの地図を活用

④移動手段
（徒歩、自動車など）

【ポイント】
・複数の避難場所、避難経路を
考えておく

・自施設から避難場所までの移動
時間、距離を把握しておく
⇒ 様式４へ距離を記入

・避難に時間を要する方の移動
には時間に余裕を持たせた
避難計画を立てておく

（避難経路が使用できず
迂回する可能性あり）

（利用者の避難のため、職員は
何度も往復する可能性あり）



２－２ 作成
（１０）様式６

防災研修や訓練実施
の時期（予定）を記載



２－２ 作成
（１１）様式７～１２、別添、別表１～２

市への提出は不要
作成後、自施設で管理

様式７ 防災教育及び訓練の年間計画
様式８ 利用者緊急連絡先一覧表
様式９ 緊急連絡網
様式１０ 外部機関等の緊急連絡先一覧表
様式１１ 対応別避難誘導一覧表
様式１２ 防災体制一覧表
別添 自衛水防組織活動要領
別表１ 自衛水防組織の活動と任務
別表２ 自衛水防組織装備品リスト

作成するものは以上です

「様式７～１２」
同様の名簿や計画、一覧
が既に作成済であれば
それを使用する

「別添」「別表２」
記載例をそのまま
使用可



２－３ 参考資料

https://www.city.gyoda.lg.jp/soshiki/shiminseikatubu/
kiki_kanri/gyomu/anzen_anshin/bosai/bosai_kihon/3582.html

行田市「避難確保計画の作成等の義務化について」

国土交通省「要配慮者施設の浸水対策」

htt ps://www .mlit.go.jp/river/bousai/main/saigai/jouhou/
jieisuibou/bousai- gensai- suibou02.html

・避難確保計画の作成・活用の手引き

・避難確保計画の作成の手引き「解説編」

・洪水に関する避難確保計画【様式】【記載例】

・避難訓練実施報告書

・要配慮者利用施設における避難確保に関する
ｅラーニング教材

制度や考え方を
もっと詳しく！

作成方法について
もっと詳しく！
「記載例」＋「解説編」

避難訓練を実施
したら市へ提出

動画でもっと
分かりやすく！



３ 提出について



３－１ 提出期限

令和５年２月２８日(火)

必ず提出しましょう

今日からすぐに作成を！

不明点はご相談ください



・ご相談・お問合わせ
０４８－５５６－１１１１（内線２８１，２８２）

３－２ 提出先

・メール

kikikanri@city.gyoda.lg.jp

・持参
行田市役所 ２１番窓口

・郵送
〒３６１－８６０１ 行田市本丸２－５

ｴﾙｼﾞｰ

行田市役所 危機管理課 宛



おわり
避難訓練の実施・報告もお願いします！


